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トラック通⾏実績

地図情報
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概要：災害の発生時に、乗用車・トラック等の通行実績データを集約し、
公表することで、被災地における救助活動・支援活動を円滑にする。

災害時の通行実績データ共有による支援活動の充実

ITS Japan「乗⽤⾞・トラック通⾏実績情報」

Map Map

Map

匿名かつ統計的に作成された情報を使⽤。
直近約24時間の通⾏実績情報を1時間ごとに更新。

乗⽤⾞通⾏実績

出典：特定⾮営利活動法⼈ ITS Japan



概要：マイナンバーカード等のインフラを利用して迅速・確実に被災者リスト
を作成し、安否確認、支援物資・薬の配送、現金払出などに活用する。
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被災者リスト

災害避難所

ＰＣ

A
⽀援物資集積・配送拠点

避難所⽀援システム

Step3：
①⽀援物資の必要数を

分析予測
②迅速な現⾦引出

及び保険⾦等⽀払

Step１: マイナンバーカードをかざし、
「本⼈確認」→ 被災者リストを即時作成

※カードがない場合はスマホか⽣体認証
で代⽤

Step2:避難状況をリアルタイムに確認

災害避難所

ＰＣ

B

⾃治体

要援護者リスト
世帯情報

⽣体認証情報
レセプト情報

病院

（⾃治体）

⽀援物資リスト
⽀援要請情報

A:ﾐﾙｸ

B:薬

レセプト情報⼝座番号保険⼝座

銀⾏保険会社

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ

政府

災害時の被災者データ共有による支援活動の充実
（日本電気株式会社）
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TOILET

Co･ ee & Hot dog

利用者自らがスマホや
デジタルサイネージ上
で混雑状況を確認

既設のカメラ映像
を活用

警備員・係員を派
遣し混雑緩和に向
け誘導

誘導指
示

混雑状況を可視化
（群衆行動解析技術）

混雑
MAP

①混雑状況の可視化

異常混雑

取り囲み⾏動 集団滞留

密度⾼い ⼤きな流れが急発⽣

流れなく密度⾼い場所が発⽣

集団で逃げる⾏動

②群衆変化を検知⼈の密度や流れを解析

概要：人の密度や人の流れを解析することで群衆変化を検知し、パブリック
スペースでの異常を速やかに発見する。さらに、群衆の次の行動を
ビッグデータ分析で予測し、混雑緩和／回避に繋がる誘導案内サイン
を街中に設置した電子案内板等でタイムリーに発信する。

カメラ画像データを利用した避難誘導支援（防災・減災目的）
（日本電気株式会社）
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社会全体に及ぼす効果：災害対応、インバウンド観光客増、地方活性化 等

概要：公共交通機関の運行情報やリアルタイム位置情報等を共有することで、
訪日外国人等の災害・事故に対する不安・不満を解消。

リアルタイム公共情報の共有による災害・事故対策

個人に及ぼす効果：災害・事故時の安心、最適帰宅経路の確認 等

・公共交通機関の情報
・災害時の航空写真 等

・地図アプリへの活用
・効率的な移送経路の導出

・民間企業との情報共有
・データの分析


